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はじめに

2021年11月11日に近畿大学原子炉はめでたく臨界60周年を迎えた。このような長期間の原子炉の運用は世

界的に見ても希少である。国内の研究用原子炉と比較して長生きの理由を考えると、「低出力であること」、

「シンプルな構造」など色々な要因が考えられるが、最大の要因は「経営者一族の意思」であろうと考える。

近畿大学原子炉がこの後どれだけの期間継続できるのかは今のところわからないが、「できる限り長生きさ

せたい」と一人の所員として、また一人の卒業生として思うところである。

しかし近年の原子力業界への風当たりは強く、原子炉の規制も強まる一方である。特に福島原子力発電所

事故を機に施行された新規制基準の適用以降は研究用原子炉といえ発電用原子炉と同様の基準に基づき規制

されており、熱出力が1Wと小さくとも維持管理に掛かるコストは極めて大きい。

原子炉を有するということ

このような情勢の中、研究用原子炉を維持するということはどのような利点があるのか、今一度考えてみ

る。研究用原子炉の用途は教育（訓練）と研究の2種類に大別できる。

原子炉を使った教育では主に、原子炉の運転を通して「原子炉の動作原理」、「原子炉の利用方法」や「原

子炉の安全管理」等について実学を通して学ぶことができる。シミュレーターでは得ることのないリアルな

経験は原子炉を学ぶ上で大きな助けとなるはずだ。

原子炉を使った研究は「原子炉そのものを利用した研究」と「原子炉から発生する中性子の利用」の２種

類が多い。私の研究は主に前者、特に原子炉物理実験の研究である。近畿大学原子炉は臨界集合体のような

炉心特性の変更はできないが、熱出力の低さから原子炉物理実験を対象とする研究には活用しやすく、様々

な実験研究をこれまでに実施してきた。さらなる実験研究も計画中である。また後者についても中性子発生

量そのものは国内の他の研究用原子炉に比べて数桁少ないものの、低線量下での影響評価や、ガンマ線-中

性子線の混在場における評価等、まだまだ活躍の機会は残されている。

近畿大学原子炉が今後果たすべき役目

既存の研究用原子炉の多くが上述の新規制基準適用を機に運転を終了し、廃止措置へと舵を切ったことに

より国内で稼働する研究用原子炉は残り少ない。しかし原子力業界全体が縮小傾向にある現状でも研究用原

子炉の需要が無くなることはなく、国内でも新規の研究用原子炉の建造計画は立ち上がっている。しかしそ

の運転開始までには厳しい規制を通過する必要があり、20年以上の長期戦になることを想定せざるを得ない。

少なくとも新たな研究用原子炉が運転再開し、教育・研究の場を提供できるようになるまで近畿大学原子炉

を維持することは必然であろう。

くわえて、研究用原子炉にはそれぞれ得意不得意があり、こと教育分野において近畿大学原子炉はベスト

マッチと言っても過言ではないポテンシャルを持っており、新たな研究用原子炉が教育の場を提供開始した
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としても決して劣るものではないと確信している。もちろん研究の分野においても同様であり、近畿大学原

子炉を活用した実験研究の余地はまだまだ広い。故に、はじめに述べた通りであるが、「できる限り長生き

させる」ことが至上命題であると私は考える。
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